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ニュース速報の原稿執筆も 3 回目となり、そろそろ題材に困って

きたところ、情報処理学会から「情報処理技術遺産とパイオニアた

ち」という書籍が送られてきました 1)。これには、前回、この欄で

ご紹介した「情報処理技術遺産」と「分散コンピュータ博物館」に

ついての解説とともに、「我が国コンピュータ発見の黎明期から本

格的な実用化が始まる頃までに活躍された方々」へのインタビュー

が収録されていて、とても面白い読み物になっています。。 

 情報処理技術遺産については 108 件、分散コンピュータ博物館に

ついては、「東京農工大学情報工学科西村コンピュータコレクショ

ン」とした本学のものを含めて 10 件が収録されています。また、情

報処理技術遺産のうち、本学に関係するものとしては、「TAC ウイ

リアムス管・真空管および関連資料」、「HARP5020 関連資料」、

「HITAC 10」があります。今回は、TAC のウイリアムス管・真空

管について、この書籍や村田健郎先生の文献 2)を参考に、ご紹介し

ます。 

TAC (Todai Automatic Computer、東大自動電子計算機)は、1959

年に東京大学が開発した真空管式電子計算機です。東大では、1951

年度文部省科学研究費による総合研究班（班長 山下英男先生（東

大）、研究協力者 雨宮綾夫先生（東大）、三田繁氏（東芝））を立

ち上げ、「電子計算機の研究」を開始しました。翌年、当時として

は巨額の科学研究費 1,011 万円が機関研究費として東大に交付さ

れ、雨宮先生を中心として開発が行われました。東大が基本の論理

仕様を決め、東大がソフトウェア開発を担当、三田氏を中心に東芝

がハードウェア製作を担当し、1954 年暮れに東大総合試験所に試作

機が納入されました。しかし、なかなか本格稼働せず、1956 年以

降、東大の村田先生や中澤喜三郎先生らにより大幅な改良が行わ

れ、1959 年 2 月にようやく完成しました。同機は 1962 年 7 月に運

転を停止するまで多くの研究で利用されました。 

TAC は、初期のプログラム内蔵コンピュータとして有名な

EDSAC の命令体系を持つコンピュータで、真空管を約 7,000 本、ダ

イオード約 3,000 本を使用し、主記憶装置に 3 インチのウイリアム

ス管(ブラウン管)16 本を用いたランダムアクセス方式を採用してい

ました。また、除算や浮動小数点演算をハードウェアで実行した

り、インデックスレジスタを持っていたり、当時としては先進的な

取り組みも行っていました。しかしながら、主記憶装置に採用した 

 

ウイリアムス管の性能が不安定だったことから、本格稼働に手間取

ったようです。 
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館長よりメッセージ 

➤ 科学博物館長・工学部工学府教授 金子 敬一 
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五か年計画 デジタル化 

～蚕織錦絵ウェブ公開とジャパンサーチへの接続～ 

 ➤ 科学博物館学芸員・特任助教 齊藤 有里加 

 

昨年からの博物館５カ年計画において、蚕織錦絵のウェブ公開

を行いました。約４００点の蚕織錦絵を IIIF にてご覧いただくこ

とができます。国内だけでなく、海外の研究者へのアクセスを期

待しています。また、８月に公開となったジャパンサーチ

( https://jpsearch.go.jp/ )へ接続を行いました。国内連携機関との

横断検索が可能になります。自然史系の資料とも繋がり、カイコ

は自然科学・人文科学両分野横断の資料であることから、双方に

アクセスしやすい状況となることを期待しています。 

さらに今回、ジャパンサーチに新規に搭載された「ワーク」機

能を使って、博物館学芸員実習での演習を行いました。博物館は

資料を貯めるだけでなく、活用へのベクトルが今後さらに強化さ

れます。オンラインとリアルの間に立たされた今年だからこそ、

多くの刺激になったと実感しています。 

今回のニュース速報においては、演習の視察にこられた国立国

会図書館中川氏、2020 年度博物館学芸員実習生からのコメントを

掲載します。  

 

➤国立国会図書館電子情報部電子情報企画課連携協力係 中川紗央里 

今回、ジャパンサーチの「ワークスペース機能」を用いて、デ

ジタルコンテンツを検索し、電子展示の形にまとめるキュレーシ

ョン体験をしていただきました。 

博物館実習授業でのジャパンサーチ活用は、当方が知る限り日

本初、つまりは世界初の試みです。作業時間は 1 時間ほどと短時

間での実践でしたが、受講生の皆様が、ジャパンサーチの膨大な

情報を前に、検索を工夫したり外部の情報も利用してどのような

コンテンツがあるか把握し、各々テーマを設定し、充実した作品

を作成されたことに感銘を受けました。 

皆様からは「多くの博物館資料がデジタルで閲覧できることに

驚いた」「展示業務等にも活用できそう」といった感想をいただ

きました。博物館におけるデジタルアーカイブ構築状況や利活用

可能性について気づく機会になったのではないかと思います。将

来、学芸員として資料デジタル化やデータベース構築業務に携わ

る際には、実物とデジタル双方の強み・弱みを知り、広く社会に

情報を発信していただきたいと思います。 

 

博物館学芸員実習生からのコメント 

➤農学部生物生産学科3年 浅井安都怜 

 本実習におけるジャパンサーチのワークショップでは、豊富な

編集機能を用いて自由度の高いギャラリーを制作できることが分

かりました。既存のデジタルアーカイブ上のコンテンツに基づい

てギャラリー制作を体験し、博物館における実際の展示設計にも

応用可能な、テーマ設定やシナリオ作成を実践することができま

した。 

ジャパンサーチでは網羅的な検索が可能であり、データベース

上の資料間に新たなつながりを見出せる点に意義があると思いま

す。例えば、「伊豆」という地名をキーワードとして横断検索を

かけると、資料のカテゴリー、時代、データベースなどをこえ

て、伊豆に関連する様々な分野の絵画、写真、古地図などの資料

を表示・総覧することができます。これらを基に、伊豆の魅力を

様々な側面から伝えるコンテンツを集め、ギャラリーを制作する

ことで、閲覧者の興味をかき立てることができると感じました。 

ギャラリー制作では自由なテーマ設定やシナリオ作成が可能で

あり、制作者の個性が反映されるため、楽しく実習できた一方、

発信者としての責任も感じました。 

 

➤農学部生物生産学科3年 佐野圭祐 

コロナ禍の影響で通常行っていた実習が行えなくなったこともあ

り、学芸員実習の一環でジャパンサーチを活用しました。自身の

設定したテーマに沿って様々な資料や美術品を検索し、ギャラリ

ーを作成し、発表するといったものでしたが、テーマ設定から発

表までをほぼ一日で行うというハードスケジュールでした。しか

しながら、一日だけの作業でも多くの経験ができたと思います。 

まず、ジャパンサーチ内で調べられる情報は、理系の学生であ

る私たちが普段の生活の中で関わりの薄い、美術品や芸術品の類

が多かったので新鮮でした。また、掲載されている資料や作品の

東京農工大学科学博物館デジタルアーカイブ 

（https://archives.tuat-museum.org） 

ジャパンサーチhttps://jpsearch.go.jp/ 

https://jpsearch.go.jp/
https://archives.tuat-museum.org/
https://jpsearch.go.jp/
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点数が多いため、調べて眺めているだけでもとても楽しかったで

す。 

ジャパンサーチを利用したのが一日だけだったので、私自身が

ジャパンサーチの機能を有効に活用できていなかったとも感じま

した。他の実習生の発表を見て「こんな機能があったのか」とか

「このような資料まで手に入るのか」と思うことも多かったの

で、今後、ジャパンサーチを活用する際はもっと時間をかけてじ

っくりと行いたいと思いました。 

 

➤農学部地域生態システム学科3年 佐藤華音 

はじめは、編集機能をうまく使えずとまどいましたが、ギャラ

リーに入れる資料を探す過程でふだん見る機会のない資料も色々

見ることができました。 

演習後の意見交換でも出ていたように、資料の検索方法などコ

ツが必要な部分もありましたが、自分のテーマに沿った作品を探

し、面白さが伝わるようキャプションの付け方を工夫できるのが

楽しかったです。 

ジャパンサーチに登録されている資料は、国内の色々な機関に

ばらばらに収蔵されていますが、空間的な制約無しに並べること

ができるのがデジタルアーカイブの長所だと感じました。 

関連機関によるギャラリー公開だけでなく、個人でお気に入り

の作品を集めて公開し色々な人に見てもらうなど、広く一般の人

も利用できるようになったら楽しそうだと思いました。 

 

➤農学部地域生態システム学科 4 年 前田七海 

 今回は自分の持っている知識をもとに課題となるギャラリーを

作成しました。自分の探したいコンテンツをピンポイントで探し

出すのはなかなか難しく、自身の知識と他の検索エンジンを活用

しながらギャラリーを完成させました。 

調べたい内容に対してどのようなワードで検索するかはかなり

重要です。今後、ジャパンサーチの使い方に、検索する際のコツ

などが追加されたらもっと使いやすいと感じました。 

さらに、一般の人はジャパンサーチをどのような場面で使うこ

とができるのかとふと疑問に思いました。ジャパンサーチで作品

を見て、実際の博物館に足を運ぶのかなどと考えたのですが、現

在開催中の企画展の展示作品の一部をギャラリーで紹介するなど

したら、興味を持ってもらえるのではないかと考えました。 

特に、小さな美術館・博物館にとってはオンラインであること

を活かせば来客数を増やすことにも繋げられそうだと感じまし

た。 

➤農学部環境資源科学科4年 矢野詩葉 

 私は「日本人と化粧」というテーマで、化粧道具や美人画、写

真などの資料を通して日本人と化粧の関わりを紹介しました。 

今回実際にジャパンサーチを使ってみて、国内の膨大な量のデジ

タルアーカイブを閲覧・検索できる点、高画質の画像を自由に使

える点が良かったです。 

また、様々な分野の資料があるため、キーワードの検査結果か

ら多様な視点を得ることができました。 

ギャラリー作成においては資料や説明文を組み立てて配置する

必要があるため、どのような構成にすれば伝わりやすくなるかを

自然と考えることができました。さらに、頭の中にある構成をア

ウトプットし整理することにも役立ちました。他の実習生のギャ

ラリーを見るのも大変興味深かったです。 

デジタルアーカイブの最大の利点は資料としての自由度、柔軟

性にあると言えます。今後、ジャパンサーチを利用する人や博物

館がさらに増えて、デジタルアーカイブの良さがますます活かさ

れるようになると良いなと思いました。 

 

➤農学府修士1年 小澤茉由子 

 ジャパンサーチのギャラリー制作ワークショップ体験では、実

際に自分の好きなようにギャラリーを作成できました。そのた

め、三密回避などのコロナ禍による制限を受けた現状でも、博物

館で展示を企画出来るような感覚があって面白かったです。 

また、実際に展示物を借り受けて展示を作る、という複雑な過

程が無く、単純に気になったデータを自分のギャラリーにまとめ

ることができる手軽さがとてもよかったと思います。 

ただ、データ検索の際に、検索する側にも一定以上の知識やコ

ツが求められる点が少々難しかったです。実際の作業は、ジャパ

ンサーチの使い方に慣れている方の指導を受けながら、あるいは

自分でも別の検索エンジンを開きつつ試行錯誤しながら、といっ

た形となり、時間がかかってしまいました。 

今後はこういったノウハウが公開され、もっと多くの方にジャ

パンサーチが普及されるとよいと感じます。 

 

➤農学府農学専攻生物生産科学コースAP修士1年 駄場優子 

 お恥ずかしいことに、私はこの実習を受けるまで、ジャパンサ

ーチというもの自体知りませんでした。それゆえ、ジャパンサー

チを利用してギャラリー制作をするという過程は、同時に初めて

このポータルに触れる機会ともなりました。 

ギャラリーのテーマを決める上で、色々なキーワードを検索し

てみたのですが、どの言葉でも結構な量の検索結果が出てきま

す。それらの結果のうち、初めて見る作品や資料も多く、このよ

うに調べる機会がなければ見ることもなかったであろう資料との

出会いを感じました。 

また、ギャラリーの構成を考える過程も、非常に面白いもので

ワークショップの様子（講師：堀井洋 氏（合同会社AMANE）） 
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した。一つの企画展の構成を考えているような感覚であり、いか

にストーリー性を持たせて資料を組み合わせるかという部分を考

える事となりました。その部分を面白くするのは、学芸員の腕の

見せ所であるようにも思い、オンライン上ではありますが体験す

る事ができ、非常に良い経験となりました。 

 

➤農学府農学専攻地球社会学コース修士1年 原花苗 

 ジャパンサーチは、デジタルアーカイブとして広い資料を包括

して扱うことができ、今後の他分野に跨る議論を加速するものと

して、今後の博物館界にとってますます大きな存在になりそうで

あると感じた。中でも、ギャラリー機能は個人個人が参加して、

自分なりの形で情報を発信できるという点で、現在は困難である

双方向コミュニケーションの場をデジタルならではの形で育むこ

とができるところに強い魅力があると思う。 

ただ、実際に自分でギャラリーを製作してみた感想としては、

求める情報にたどり着くまでが困難であった。これから操作性や

利便性が向上すれば幾分取っつきやすいものになるかと思うが、

今後さらに多くの博物館や資料の情報が集積するとなると、興味

に基づいた情報群がスムーズに取り出せることが益々求められて

いくように感じた。 

 

➤工学府電気電子工学専攻修士2年 岩谷茉衣子 

 ジャパンサーチはデータが提供されている国内の様々なコンテ

ンツの横断検索ができます。今回私はジャパンサーチ上でのギャ

ラリー制作を行いました。自由にデジタル化された画像データを

組み合わせて、ギャラリーを作ることは純粋に楽しかったです。

また、他の実習生の方が作ったギャラリーもそれぞれ個性が出て

おり、内容も十分に素晴らしかったです。もし自分が他の実習生

と同じ題材を選んでいても、違う表現になると思うので、その点

にも面白さを感じました。 

残念だったことは、１．操作方法がわかりにくい箇所がある、

２．私が選んだ題材と検索方法の関係で、より多くの作品を載せ

ることができなかった、３．ジャパンサーチと連携していない機

関の資料を使用したかったことが多々あったため、少し物足りな

さがあった、の３点ありました。それ以外は、とても魅力的なポ

ータルだと思います。機会があれば、題材を変えてまたギャラリ

ー制作をしたいと思いました。 

 

 

新入生限定開館への試み 

～「welcome to campus program」の実施～ 

➤ 科学博物館学芸員・特任助教 齊藤 有里加 

  

4 月から大学に来ることが出来なかった新入生を応援しようと、

10 月より予約入館で新入生（学部 1 年生、編入生、留学生、大学院

一年生）限定開館を行いました。活動の映像なども流し、館内には

博物館支援団体 musset による解説パネルや学芸員実習生のポスター

を掲示しました。少しでも新入生に普段の学校の様子を感じること

ができたらと準備をすすめました。しかし、蓋を開けてみると、授

業のハイブリット化などにより、限られた日数で登校する際は大変

忙しく、学生の来館は少ない状況でした。博物館に来る余裕は持て

ずとも「新入生歓迎！」の旗で少しは新入生の心を和ませることが

出来たでしょうか？ 

今回は musset を始め、各サークル所属の皆さんに尽力いただきま

した。心より御礼申し上げます。キャンパス内に学生たちのにぎや

かな活動が戻ってくるのはもう少し時間がかかるかも知れません

が、大学博物館として学生たちの生活が少しでも早く戻ってくるよ

うに応援していきたいと思います。 

 

 
 

 

 
今回の授業では自分で決めたテーマに沿って情報を検索・収集し、自分だけ

のギャラリーを作成した。 

新入生限定開館 

「welcome to campus program」ポスター 
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工学部musset活動報告 

～コロナ禍でのサイエンスコミュニケーション～ 

➤ 工学部物理システム工学科3年 丸山 海斗  

コロナ禍で活動が難しく、今までは全く外部に向けた活動ができ

ず、もどかしい思いをしてきました。そんな中、普段とは異なった

形式とはなりますが、動画でサイエンスマルシェをやろうというこ

とで計画が進んでいます。図書館や博物館で集まれない状況で、オ

ンラインで知識のインプットや制作をすることにてこずっています

が、時間をかけてでも完成させようと考えています。 

僕たちの活動はサイエンスコミュニケーションです。コミュニケ

ーションが取れない中で、自分たちの活動の軸をどこにおけばいい

のかを半年近く悩んできましたが、とりあえずできることをという

ことで一歩を踏み出しました。企画のメインを二年生に置き進行し

ていますが、慣れていないこともあり、また上級生もなかなかアド

バイスがしづらく非常に大変です。しかし、今後の musset の活動の

ためにも協力して取り組んでいきたいと思います。 

 

臥雲辰致の世界 

～紡績機械「ガラ紡」の発明～ 

➤ 繊維技術研究会会員 徳山 則  

（１）初めに 

日本人で独自の技術を持って、紡績機械の開発に成功したのは、

臥雲辰致（がうん・たっち）ただ一人である。彼の発明した紡績機

械は、ガラガラと音がする事から“ガラ紡”とよばれている。 

明治 10 年第 1 回内国勧業博覧会へ出品すると、当博覧会の審査員

であったドイツの技術者がガラ紡の機構原理の素晴らしさを絶賛、

当博覧会最高の栄誉である鳳紋褒賞を受賞し、一躍全国に知れ渡っ

た。それ以後更に日本の伝統である宮大工と船大工の技術が融合し

注入されることによって先進的な技術が生まれ、新しい産業構築の

立役者となった。 

 
 

 

 

（２）ガラ紡機の功績 

今日、ガラ紡に関する調査研究の結果、臥雲辰致の功績として認め

られているのは、 

a）明治初期に起きた産業革命推進 

b）欧州と肩を並べる特許制度「専売特許条例」制定（明治 18

年）要因の代表的発明 model に（尚、明治 4 年に制定された「専

売略規制」は、明治 5 年に執行停止） 

c）自動制御の先見性を評価される 

（2005 年愛知万博にトヨタが出展） 

d）本学工学部新学科（当時）「生産機械工学科」カリキュラム内

容の参考となった 

e）第２次世界大戦後の敗戦日本経済復興に貢献。ガラ紡績の台数

400 万錘を超える。 

f）工業基盤の遅れている東南アジアの国への技術輸出振興 

（３）臥雲辰致は、何故ガラ紡機を開発したのか？ 

ガラ紡機の開発を語る上で最も重要な事は、次の 2 点で、いまだ

研究、調査が行われている。 

ｇ）何故ガラ紡機を開発したのか。即ちその動機 

ｈ）機械を開発する上で必要な基本技術である、機構学、機械要

素の検証方法をどのように修得したのか。即ち基本技術の修得 

ｇ-1）貧しい生活からの脱却 

臥雲辰致は 1824 年（天保 13 年）に現在の長野県安曇野郡堀金村

に生まれた。幼名を栄弥、8 人兄弟の二男であった。父横山儀十郎

は、農業を営みながら足袋底織の問屋をして生計を立てていた。家

族が行う足袋底用の綿糸を作るのが余りにも過酷であった。生計は

貧しく、過酷な作業からの脱皮を当然彼は考えたであろう。彼の生

まれた安曇野は、貧しいながらも生活改善を自ら工夫する風土があ

った。むしろ貧しいが故、改善に挑戦する風土が根付いていたと言

えよう。 

ｇ-2）ガラ紡機開発を選定した背景 

彼の生活周辺に、機織器を開発した分部嘉吉、廻挽鋸を開発した

松下久三郎などのように、機械を開発し、事業化にも成功した幾多

の人材がいた。毎晩酒を飲み、騒いでいる彼等の生活をみて、栄弥

少年にとっての憧れになったと考えられる。そこで身近にあった、

学内サークル紹介ポスター。館内1階にて展示中です。 

mussetは応募サークルの取りまとめや、新入生向けの展示案内を作成して

くれました。ありがとうございます！ 

臥雲辰致（がうん・たっち） 

https://www.youtube.com/watch?v=0EBGOufFK5o
https://www.youtube.com/watch?v=0EBGOufFK5o


p. 6 

MUSEUM NEWS VOL.45 NATURE AND SCIENCE MUSEUM, TOKYO UNIVERSITY OF AGRICULTURE AND TECHNOLOGY 

 

過酷な労働である手紡ぎの機械化ができれば、生活は豊かになると

考えたのであろう。開発は 12～13 才頃から始めたと思われる。 

h-1）基本技術の習得 

9 才の頃から小田井村の松田斐宣の寺小屋に通い読み書きを学ん

だ。一方、当時安曇野は田畑の整備、水路、お寺の建設が盛んに行

われていた。その仕事をするため、富山、岐阜、高山から来た宮大

工の仕事場が寺小屋の近くにあった。寺小屋の帰り、彼はよく宮大

工の仕事場を訪ね、大工の手伝いをした。大工から教わった技術

は、イ）測量方法、ロ）計算方法、ハ）からくりなどであった。 

h-2）修得基本技術のガラ紡機への応用 

宮大工から教わった測量方法、並びに計算方法を基に、後に測量

機、計算機を開発している。ガラ紡機の駆動伝達の精度、躯体の安

定性などは宮大工から修得した価値が表現されている。 

又、からくりに於いては、14 才の時、火吹き竹に綿を詰め込み遊

んでいて、竹の偶然の動きから撚りの掛かった綿糸が出来る事を発

見、4～５年の歳月をかけて竹の動きを機械化することに挑戦したが

失敗に終わった。しかし、竹の回転機構のからくりは、後にガラ紡

の核心技術となった。目的に合ったからくりを機構として明確化

し、それを機械化、実用化するには経験が必要であることを実証し

たと言えよう。残念ながら、からくりから機械化の過程における機

構の設計図もしくは図案は全く残されていない。             

領収書、展示会への出展申込書などには自筆の書面があり、彼の

几帳面な性格がうかがえる。その性格からみて設計図、図案が無い

のは、最も疑問な点である。高山祭のからくり人形の機構は、言葉

での伝承であると言われている。とすると、宮大工からの教えも言

葉の伝承で有ったと思われる。従ってガラ紡機開発に於いて、細い

綿糸を作り出す核心技術にたどり着くまでの試行錯誤は、最も苦労

した点であったと思われる.。 

 
 

 

 

（４）終わりに 

家庭の貧しさから 20 才にて口減らしに出家させられたが、30 才

にて廃仏毀釈により還俗し、臥雲辰致と名乗った。以後二度と実家

に帰ることは無く、極貧のなかガラ紡機開発に専念した。完成した

1 号機を 3 台、明治 10 年第 1 回内国勧業博覧会へ出品した。36 才

のときである。この 3 台のうち２台は豊橋地区へ渡り、そこで船大

工技術が応用され全錘自動の天秤機構が開発された。残りの１台は

北関東に存在すると言われているが、行方不明である。従って、彼

自身開発した 1 号機は現存していない。 

ガラ紡機を開発しても生活は厳しかった。当時の特許制度では、

発明者の権利に恩恵がなかったからである。 

「専売特許条例」（明治 18 年に制定）のもと、蚕網織機を開発。

これによって晩年は豊かな生活を送った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディア掲載報告 
➤科学博物館係長 保池 琢 

 収蔵品（展示） 

・群馬県前橋市藩営前橋製糸所創業150 年記念事

業「葵町製糸場繰糸台と釜の模型」 

 錦絵画像（展示） 

・高麗神社展示会「石川組製糸と石川幾太郎」展 

「富岡製糸場工女勉強之図」画像 

 錦絵画像（映像番組） 

・BS-TBS「にっぽん！歴史鑑定」(9 月 21 日) 

「婦人手業操鏡の内はた」 

・NHKBS４K「浮世絵 EDO-LIFE」(10 月 3 日) 

「蚕家織婦之図」 

・NHKE テレ「幻解！超常ファイル E+」(11 月

30 日)「金色姫の絵図」 

・NHK エンタープライズ「中学生社会 DVD」 

「上州富岡製糸場之図」 

当館所蔵のガラ紡績機 

♦ Information ♦ 

東京農工大学科学博物館 

新入生限定開館 

「Welcome to Campus Program」 
期 間：火曜～金曜の指定開館日13:00-16:00 

入館方法：予約入館優先 

対 象：１年生（学外からの留学生・院生含む） 

場 所：東京農工大学科学博物館 

博物館ウェブサイトhttps://www.tuat-museum.org/

からご予約下さい。 
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